
豊田市のルーツは約１万６千年前にあった  

 

● “む ら ”の 誕生 豊田 地 方の れい 明 期     － 先土 器 時代 〜奈 良 時代 － 

豊 田 市の ルー ツ をたど っ てい くと 、今か らお よ そ１ 万６ 千 年前の 先 土器 時代 、そ

し て それ に続 く 縄文時 代 へと 行き 当 たる。狩 猟 や採 集に 明 け暮れ た 当時 の人 々 の生

活 は 、市内 各所 の丘 陵、松 平 地区 の酒 呑
しゃちのみ

、野 見山ろ く 、猿投 神郷 下な どに あ る遺 跡

か ら 出土 する 石 器・土 器 の分 布状 況 からも う かが い知 る ことが で きる 。 

彼らは 、 狩 猟 採 集 を 基 調 に し た 「 む ら 」 を 社 会 の 構 成 単 位 と し て き た 。 し か し 、

西 方 から 米づ く りが伝 わ り 、生 活の 様式 が変 化 して いく 中 で、大き な 社会 の転 換 期

を 迎 える こと に なった 。つま り 、食 糧生 産経 済 を基 調に し た「 むら 」社会 へ の転 換

だ 。こ のよ うな「 む ら」の 跡 は 、高 橋や 梅 坪、保 見 、鴛鴨 など 市 内各 所 で発 見され

て い るが 、昭 和４ ６ 年に 手 呂団 地の 造 成工事 中 に見 つか っ た銅鐸 も 、こ うし た「 む

ら 」 をと りま と める “祭 り ”の道 具で はな かっ た かと 思わ れ る。 

弥 生 文化 のも た らした 新 しい 生活 は、一 方で 特 定の「む ら」への富 の 集中 を引 き

起 こ すこ とに な った 。こ こ から いわ ゆ る「 小国 家 」が 誕生 し、分離、統 合を 繰り 返

し な がら 、やが て「 国家 」が形 成 され てい った 。現在 も 矢作 川沿 岸に は 数百 の古 墳

が 残 って いる が、これら は 当時 大和 朝 廷の支 配 下に 組み 込 まれて い った 有力 者 たち

の 身 分を 表す も のと言 え る。 

豊 田 市域 が 、古 墳時 代の 最 盛期 を迎 え たころ 、大和 朝 廷で は「 クニ 」の結 束 を強

化 す るた め 、仏 教の 輸入 を 積極 的に 進 めてい っ た 。仏 教文 化の 影響 は やが て豊 田 市

域 に も及 び、国指 定の史 跡「 舞 木廃 寺塔 址」な ど にも その 影 響を見 る こと がで き る。 

 

● 戦 国の 世と 城下 町 「 衣 」か ら「 挙母 」へ    －平 安時 代〜 江 戸時 代－ 

平 安 時代 を迎 え るころ に は、豊田 地方 にも朝 廷 の支 配の も とで１ ０ ほど の「 郷（ご

う ）」が形 成さ れ ていっ た。現 在の 保見 、高橋 、挙 母（ 衣）、畝 部、若林 な どは そう

し た「 郷 」の 一部 だ った 。ま た 、か つて の 村落 集 団の 田券（ 地 券 ）な ど に押 された

古 印 と思 われ る 「伊保 郷 印」（市 指定 文化財 ） も、 平安 時 代の数 少 ない 資料 だ 。 

平 安 時代 も後 期 に入る と 、国 に よる 土地 の統 制 が崩 れ始 め 、地 方に「 荘園 」と呼

ば れ る 私 有 地 が 増 加 し た 。「 荘 園 」 の 出 現 は 朝 廷 の 権 威 を 弱 め る こ と に な り 、 地 方

へ 下 って 勢力 を 持った 国 司・郡 司 たち による 新 興の 武家 勢 力の台 頭 を招 くこ と にな

っ た 。こ れが 鎌 倉幕府 成 立へ とつ な がって い った 。 

鎌 倉 幕府 は 、と くに 西三 河 地方 に重 臣 を送っ て 支配 の強 化 に努め た 。金谷 町に あ

る 金 谷城 は 、中 条氏 代々 の 居館 跡で 、空堀 の跡 を はじ めと す る数々 の 遺溝 に当 時 の

様 子 をし のぶ こ とがで き る。今 日 見ら れる古 く から の集 落 がほと ん どで きあ が った

の も この ころ の ことだ 。 



源 氏 の治 世が 終 わりを 告 げ、戦国 時代 を 迎え る と、中条 氏の 勢 力は 衰 え始 め、こ

の 地 方 で は 松 平 氏 （ 後 の 徳 川 氏 ）、 鈴 木 氏 、 三 宅 氏 な ど の 「 土 豪 」 が 互 い に 勢 力 を

競 い 合う よう に なった 。豊田 の地 は今 川、織 田 、松 平の ３者 の 接点 と いう こと も あ

っ て 、絶 え ず戦 が繰 り返 さ れて いた 。市内 に残 る 山城 の大 給
お ぎ ゅ う

城 、岩倉 城、平 山城 の

伊 保 西古 城、 広 瀬城な ど の城 跡は 、 戦国時 代 の様 子を 今 に伝え て いる 。 

時 代 は江 戸の 世 を迎え 、慶長 ９ 年（ １６ ０４ 年 ）に な ると 、戦 国の 土 豪出 身の 三

宅 康 貞が １万 石 の大名 と して この 地 方に封 じ られ た。彼が 衣 城（ 桜 城）の初 代城 主

だ 。康貞 は 衣城 の築 城と と もに 、西町 、中 町、竹 生な ど 七つ の区 分け を して 城下 町

の 体 制を 整え た。以 後、衣 の地 は幕 府の 代 官・鳥 山 牛 之助 精元 、本多 忠 利、内藤 政

苗 と いっ た藩 主 に統治 さ れる こと に なり 、そ の 中で 地名 の「 衣」は「 挙母 」に 改め

ら れ 、町 割も 八 町に増 え た。 

 

● 自 動車 産業 の誘 致 養 蚕 から クル マへ     － 明治 時代 〜昭 和 （戦 前） － 

明 治 から 大正 に かけて 、挙母 町は 養蚕・製糸 業 を中 心に 発 展を遂 げ た。乗合 自動

車 の 開業 や三 河 鉄道（現・名鉄 三 河線 ）の 開通 な ど、大 正時 代半 ばま で に挙 母町 が

大 幅 な 交 通 網 の 近 代 化 に 成 功 し た の も 、「 三 河 地 方 有 数 の マ ユ の 集 散 地 」 だ っ た と

い う 点を 無視 し ては語 れ ない 。 

し か し 、 昭 和 に 入 る と 国 内 ・ 外 の 生 糸 の 需 要 は 急 速 に 陰 り を 見 せ 始 め た 。「 養 蚕

の 町 」と して 栄え て きた 挙 母町 も、その 影 響か ら 免れ られ ず、か つて の 勢い をしだ

い に 失っ てい っ た。 

養 蚕 業の 衰退 に より危 機 を迎 えた 挙 母町だ っ たが 、ちょ うど この 時 期 、刈 谷の 豊

田 自 動織 機製 作 所が 、新 し く設 置し た 自動車 製 造の 工場 用 地をさ が して いた 。これ

を 知 った 当時 の 町長・中 村 寿一 は、町の 繁栄を 取 り戻 すた め 町議会 の 協力 を要 請 し、

い ち 早く 工場 の 誘致に 乗 り出 した 。 

町 長 はじ め大 勢 の人々 の 努力 の末 、工場 の誘 致 が実 現し た 。昭 和１ ３ 年に はト ヨ

タ 自 動車 工業 株 式会社 （ 現・ トヨ タ 自動車 株 式会 社） の 挙母工 場 が論 地ケ 原 （現・

ト ヨ タ町 ）の 丘陵 地 に完 成 した 。工 場で は、普 通 トラ ック・バ ス・乗 用 車な どの 生

産 が 開始 され 、こ こ に「 ク ルマ のま ち・豊田」と して の第 一歩 を 踏み 出 した 。町 に

も 再 び活 気が 戻 り、人口 も 、昭 和１ ０年 に １万 ４ 千人 、１ ５年 に ２万 ５ 千人 と急速

に 増 えて いっ た 。 

 

● 市 制施 行そ して 豊田 市 へ                －昭 和（ 戦 後） 〜－ 

戦 前 から 挙母 町 を市に し よう とす る 動きは あ った が 、深 刻化 する 戦 時体 制や 、人

口 が 規定 に満 た ないな ど の事 情か ら 、な かな か 実現 には 至 らなか っ た 。し かし 戦後

に 入 る と 、 碧 南 市 や 刈 谷 市 な ど 近 隣 の 町 で も 次 々 と 市 制 施 行 が 実 現 し 、「 挙 母 市 」



に 向 けて の要 望 はいっ そ う高 まっ た。こうし て 昭和 ２５ 年 １２月 、臨 時 町議 会が「 挙

母 市 制施 行申 請 書」を県 に 提出 し 、翌 年２ 月の 県 議会 で全 会 一致の 可 決を 得て 待 望

の 「 挙母 市」 が 誕生し た 。 

ト ヨ タ自 動車 工 業株式 会 社の 工場 誘 致によ り 危機 を免 れ たとは い え、挙 母 市に は、

ま だ 自動 車関 連 工場が 全 部で １７ 社 しかな か った。挙 母市 が自動 車 産業 を中 心 にし

た 工 業都 市に 向 けて本 格 的に 乗り 出 したの は 、昭 和２ ９ 年の「 工 場誘 致奨 励 条例」

の 公 布後 のこ と だった 。こ の条 例に 従っ て積 極 的な 工場 誘 致が行 わ れ 、関 連工 場数

を 大 小合 わせ て ６０数 社 にま で増 や すこと が でき た。 

自 動 車産 業が 本 格的に 軌 道に 乗り 始 めた昭 和 ３３ 年、商工 会議所 か ら市 にあ て て

一 つ の請 願書 が 出され た 。そ れ は、挙母 市が 全 国有 数の「 クル マの ま ち」に 成長 し

た こ と、地名 の「 挙母」が 読み にく いな ど の理 由 から 市名 を 変更し た いと いう 旨 の

請 願 書だ った 。こう して 、名称 変 更の 討議 が行 わ れ、翌 ３４ 年１ 月、自 動車 産 業と

と も に発 展す る ことを 誓 って 市名 が「豊 田市 」に変 更 され た。さら に 、昭 和 ３５ 年

に は 市制 施行 １ ０周年 記 念と して 、アメ リカ・デ トロ イト 市と 姉妹 都 市提 携を 行 っ

た 。 この よう に 、豊田 市 は国 内に と どまら ず 広く 海外 に 向けて も 「ク ルマ の まち」

と し て積 極的 な ＰＲ活 動 を続 けて 行 くこと に なる 。 

対 外 的な 知名 度 が高ま っ てい く一 方 で、市と し ての 規模 も 充実し て きた 。市制 発

足 以 来 、西 加茂 郡高 橋村 を はじ め隣 接 する町 村 との 合併 が 積極的 に 行わ れ 、昭 和４

５ 年 の東 加茂 郡 松平町 と の合 併に よ って 、つ い に挙 母市 発 足当時 の ７ ．５ 倍に まで

市 域 は 拡 大 し た 。 こ の 県 下 ２ 番 目 の 広 大 な 面 積 に 加 え 、 人 口 も 県 下 ３ 番 目 に な り 、

平 成 ６年 には「 地方 拠点 都 市地 域 」に も指 定さ れ た。そ して 、ま すま す 多様 化す る

地 域 のニ ーズ に 的確か つ 効率 的に 対 応しな が ら、地 方 分権 の先駆 け とし ての 役 割を

担 っ てい くた め に、平 成 １０ 年４ 月 には中 核 市に 移行 し た。 

 

● 平 成の 大合 併そ して 持 続可 能な 社 会を目 指 して 

平 成 １７ 年４ 月 １日 、西 加 茂郡 藤岡 町・小 原村 、東 加茂 郡足 助町・下 山 村・旭 町 ・

稲 武 町と の合 併 により 都 市部 と農 山 村部を 併 せ持 つ 、人 口約 ４０ 万 人 、面 積約 ９１

８ 平 方キ ロメ ー トルの 広 大な 都市 と なる。  

令 和 ７年 ３月 、「 第９次 豊 田市 総合 計 画」を策 定 し、「 つ なが る つ く る 暮ら し

楽 し むま ち・とよ た」を 将 来像 に掲 げ、「つな が り」と「 チェ ンジ（ 変化 ）・チャ レ

ン ジ （ 挑 戦 ）」 に よ っ て 、 一 人 ひ と り が 主 役 と な っ て 、 幸 せ を 感 じ な が ら ミ ラ イ を

ひ ら くま ちを 目 指して い る。 


